
（別紙３）

～ 7年　3月　21日

（対象者数） 22 （回答者数）
11

～ 7年　3月　21日

（対象者数） 8 （回答者数）
6

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
専門的支援を行い、より濃い支援に取り組めるよう連携を保

ちます。

2

・実践を増やすことによって、苦手意識をなくしていきま

す。

・実践した後に、個人の弱点を知り次回の課題として捉え

工夫のある療育をします。

3

・全員参加のため、集団行動が苦手なお子様でも参加できる

よう、座席への配慮、筆談など工夫をし、全員が意見を伝え

ることができるようにしていきたい。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・地域でのイベントがあれば参加して行きたい。法人グルー

プ内で協力をし、他校のお友達と交流できる機会を増やした

い。

2

3

・ほとんどのスタッフが児童指導員であり、保育士もいて

ベテランのスタッフが多いです。

・お子様の得意・不得意を共有し小さなことでも

報告・連絡・相談　を心がけています。

・保護者様の希望も多い、お買い物学習に力を入れています。

事業所内・施設外でもお買い物の自立に向け活動していま

す。

・個人差があるので、段階的にハードルを上げています。

また、苦手意識や、選ぶことが苦手なお子様には配慮し

別の形で支援方法を変えています。

・子供メインの会議をしています。自分たちで司会・進行を務

め、事業所イベントを企画し合います。

・スタッフは、見守りながら進行状況を見ています。進め方、

意見だしが難しいお子様にはそっと意見を聞き、発表のお手伝

いをしています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・地域活動が課題となっています。
・平日の交流は時間的に難しく土曜・祝、長期休暇で行うこと

もあるが、半数の利用者様の参加が難しい。

7年　3月　10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　3月　29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 あやとりハウス下妻

○保護者評価実施期間
7年　3月　10日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


